
 

 
 
 
 
 
 

■ 本研究成果のポイント 

ü 淡⽔性磁性球菌*1 は、主に淡⽔環境の堆積物中から最も多く検出または観察される培養困難
な磁性細菌として知られていましたが、本研究において世界で初めて培養に成功しました。 

ü 培養に成功した新奇淡⽔性磁性球菌 FCR-1 株は、直鎖状に配置しないマグネトソーム*2 

（⾮直鎖状マグネトソーム）を有する磁性細菌としても世界で初めての培養株となりました。 
ü FCR-1 株は、地磁気を感知するためにマグネトソームを直鎖状に配置する磁性細菌とは異なる

ため、マグネトソームの新たな機能の発⾒が期待できます。 
ü また、本研究成果は、FCR-1 株の分離源が地理的に隔離された⽗島であるため、地球上に⽣

息分布する磁性細菌および地磁気を感知する全ての⽣物の進化の解明に役⽴つ可能性があり
ます。 

 

■ 本研究の概要 

磁性細菌は、リン脂質⼆重膜で被覆された酸化鉄（Fe3O4）または硫化鉄（Fe3S4）から成る磁
性ナノ粒⼦で構成された細胞内⼩器官（マグネトソーム）を有する細菌のグループです。多くの磁性細
菌は、マグネトソームを直鎖状に配置することで微弱な地磁気を感知し得る磁気モーメントを獲得し、そ
の地磁気に沿って泳ぐことで⽣育に適した環境に効率よく移動すると⾔われています（図 1）。また、北
半球の⽔環境に⽣息する多くの磁性球菌は、S 極に向かって泳ぐ北指向性の菌であることが知られてい
ます。淡⽔環境に⽣息する磁性球菌は、主に堆積物中で最も多く検出または観察され、そのマグネトソ
ームの形状、サイズ、数および配置が多種多様であることから多くの研究者から着⽬されてきました。しか
しながら、淡⽔性磁性球菌は、約 40 年以上前に発⾒されたにもかかわらず、培養が⾮常に困難であっ
たため、これまで培養成功例は皆無でした。本研究では、東京都⼩笠原村⽗島の島内にある連珠ダム
の堆積物より⾮直鎖状マグネトソームを有する新奇淡⽔性磁性球菌 FCR-1 株を⾒出し、世界で初め
て培養に成功しました（図 2）。また、⾮直鎖状マグネトソームを有する磁性細菌の培養も本研究が世
界初となりました。系統解析の結果、本菌は Ca. Magnetococcia 網 Ca. Magnetaquicoccaceae
科*3 に属する新科相当の培養株でした。また、本菌は⾮直鎖状マグネトソームを有するため、微弱な地
磁気を感知できるかどうか不明です（図 2）。そのため、本菌はマグネトソームを他の⽣物学的な⽬的で
利⽤している可能性があります。さらに、本菌は分離源が地理的に隔離された孤島であることから、地球
上の様々な⽔環境中に⽣息分布する磁性細菌だけにとどまらず、地磁気を感知する全ての⽣物の進化
を解明するための⼀助となることが期待されます。 
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■ ⽤語解説 

*1 磁性球菌 
球状の磁性細菌。磁性細菌とは、酸化鉄または硫化鉄で構成されたナノメートル（nm）サイズ
（nmは 10-9 m）の磁性体（磁性ナノ粒⼦）を合成する細菌です。 

*2 マグネトソーム 
直鎖状または⾮直鎖状のリン脂質⼆重膜で覆われた磁性ナノ粒⼦からなる細胞内⼩器官のことで
す。 

*3 Ca. Magnetococcia 網 Ca. Magnetaquicoccaceae 科 
細菌の分類で⽤いられる学名。Ca.は Candidatus の略称で正式に学名登録されていないことを⽰
します。 

 

■ 論⽂情報 

論⽂名︓ 
Isolation and cultivation of a novel freshwater magnetotactic coccus FCR-1 
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図1. 直鎖状マグネトソームを有する磁性球菌 
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図2. 非直鎖状マグネトソームを有する淡水性磁性球菌FCR-1株 
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